
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC10 月第 2 例会 (2016.10.11) №３１５４ 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱  

 

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

水の都 新潟市 水辺の賑わいとピアBandai 

最近は、あまり聞かなくなりましたが、新潟市は「水の都」と言

われております。 

それは、大河・信濃川・新潟港・日本海と昔、新潟島を縦と横

に張り巡らされた堀によるものであります。 

本日は、新潟の水辺の賑わいとピアBandai についてお話をし

たいと思います。 

水辺のまちづくりとしては、1980年代にウォーターフロント構想

が起こり、今の朱鷺メッセにつながっています。 

また、同じく 80年代後半に、信濃川でいかだ下り大会が行わ

れ、信濃川フェスティバルが始まり、信濃川両岸の景観が見直

されて今のやすらぎ提ができました。そして、今年から始まっ

た信濃川のさらなる賑わい創出・ミズベリングにつながってい

ます。信濃川下流左岸の方も、周辺企業、団体、行政によって

「サガン・プロジェクト」が始まり、これから整備が進んでいくよう

であります。 

また、1998年には市民から出資を募り、信濃川ウォーターシャ

トル株式会社が設立され、ウォーターシャトルが就航していま

す。 

このような中で、新潟港・万代島の再開発として新潟市の公募

で選ばれて生まれたのが「ピアBandai」であります。 

2010年に地元企業10社が出資して運営会社、万代賑わい創

造株式会社を設立し、14のテナントが参加してオープンしまし

た。港の賑わい創造、新潟の食の発信基地、市民市場という

性格を持つ施設であります。 

地元の魚、肉、野菜の他に、お酒、コーヒー、ベーカリーのお

店、他に回転寿司の弁慶さんはじめの 8店の飲食店が入って

います。 

当社も「こがね牧農舎」という直営店を出店していまして、自社

ブランドの越乃黄金豚、佐渡牛、雪室熟成豚などのアンテナ

ショップとして営業しています。 

 

 

 

施設の中央には、大型のテントがありまして、各お店で好みの

食材を買ってきて、手軽にＢＢＱができるようになっています。 

大変、人気がありまして週末は予約がいっぱいの状態でありま 

す。 

また、今年の4月には、港側に「ピアテラス」という交流施設を

つくりまして、地域住民の方に、料理教室、食のセミナー、パ

ーティー会場として利用いただいています。 

先月の9月13日に朱鷺メッセで応用物理学会が開催されまし

たが、その後の懇親会がピアBandai全体を貸し切って行われ

ました。 

参加者は、445名で内65名が海外の参加者であります。 

 新潟日報にもその様子が掲載されましたが、近年、全国各都

市のコンベンション誘致の競争が厳しくなっている中で、新潟

の湊町の風情と食の魅力を一体的に感じてもらうことを目玉と

して、新潟観光コンベンション協会が取り組みを始めたもので

あります。 

 会議場である朱鷺メッセと懇親会会場のピアBandai をウォー

ターシャトルで結んで、送客をしております。 

 観光大使によるスパークリング日本酒のウェルカムドリンクの

おもてなしは好評でありました。鐘開きでオープニングが行わ

れ、料理では地元のお肉、魚の直火焼コーナーは人気があり

ました。 

また、弁慶さんの寿司コーナー、鮮魚センターでの刺身バイキ

ングでも、たくさんの人が集まっていました。アトラクションとし

てはもちつき体験、にいがた下駄総踊りも披露され、地酒コー

ナーも大好評でありました。 

 新潟港は、2019年に開港150年を迎えます。150周年に向

けて益々、港の整備が進んでいくと思いますが、最初にお話

ししました信濃川両岸の整備と共に、新しい水辺の賑わいが

創出され、新潟の食と合いまって、市民の憩いの場、観光の 

拠点となればいいと思っています。 

 本日は、水辺の賑わいとピアBandai についてお話をさせて

いただきました。 
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(3) ロータリーの友１０月号紹介（鈴木仁広報委員） 

 

(4) 委員会報告 

・小山 楯夫情報委員長より「これだけは知っておきたいロ

ータリーの基礎」の配布について説明があった。 

・塚田 正幸ライラ実行委員長より 10月 22日土曜～23日

日曜に開催される地区ライラ研修について主管する新潟ク

ラブとして研修内容、参加人数、運営に協力頂く委員会、

新潟RACなどの報告があった。 

 

(5) 高橋清文野球部監督より10/15市内野球大会案内 

 

(6) 各種ご寄付 

米山奨学会寄付 

石本隆太郎君 竹田 正弘君 

得永 哲史君  

青少年育成基金寄付 

柴田 史郎君 樋熊 紀雄君 

青少年育成基金寄付 

得永 哲史君  

 

(7) ニコニコボックス紹介 

・仙石正和君  先週は、誕生祝いのワインを頂戴して、あ

りがとうございました。その前日、今年のノーベル賞が発表

され、日本人の大隅良典（おおすみ よしのり）先生（東京

工業大学）が、受賞、しかも単独受賞で、日本人の一人とし

て、誇らしい気持ちでした。一方で、大隈先生は、同大学

の講演会で、「日本人のノーベル賞受賞者が毎年出てい

ることで浮かれている状態ではない」と、”短期間に研究成

果を求める日本の現状”に警鐘を鳴らしました。確かに、大

隅先生の20年以上前の研究成果がノーベル賞に結びつ

いており、その通りだと思いました。そして、まずは、取り敢

えず嬉しい気持ちで、ワインを頂戴しました。 

・塚田正幸君 今日の卓話の講師 青柳 勧さん（水球 元

日本代表主将）は今月22日23日開催 新潟クラブがホス

トクラブの地区ライラ研修で基調講演をお願いしています。

今日の例会に来て頂いたことを心から歓迎すると共に、卓

話を楽しみにしています。 

・長谷川秀彦君 サラリーマン川柳も３０回となりました。是

非応募下さい。一等は５万円旅行券です。又、日曜日の新

潟シティマラソン無事完走しました。弊社のフル・ハーフ１０

ｋｍの参加者も全員完走できてニコニコです。 

 

 

・若杉 武君 結婚記念祝、ありがとうございました。４６回

目の記念日でした。 

・新田 幸壽君 11日、シティマラソン。ハーフに出場しま

した。よれよれの完走でしたが、高橋尚子さんから２度も熱

い応援を受けました。往路併走状態で握手し、２回目も往

路でハイタッチをしました。 

 

 

 

(8) 卓話「水球を通しての地域活性化 

柏崎から世界へ」 

ブルボンウォーターポロクラブ柏崎 

ゼネラルマネージャー 青栁 勧氏 

 

 

 

 

 

 

 

(9) １０月１１日例会の出席率 ７１．７４  ％ 

会員数９８名（出席免除会員 ８名） 

出席者６６名（出席免除会員２名を含む） 

 

 (2週間前メーク後 ８２．４８  ％) 

 

 

 

 

 

１０月２５日の例会予定 

「月見夜例会」 １７:３０開会 於 イタリア軒 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

http://www.niigatarc.jp/

